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一
、
は
じ
め
に 

和
算
家
・
今
井
兼
庭
（
享
保
三
年(
一
七
一
八)

～
安
永
九
年(

一
七
八

〇)

）
は
現
在
の
埼
玉
県
上
里
町
金
久
保
に
生
ま
れ
た
。
兼
庭
の
伝
記
を

記
し
た
一
番
古
い
も
の
は
「
天
保
五

（
一
八
三
四
）

甲
午
年
冬
吉
月
吉
日 

佐
藤
解
記

寫
之
」
と
跋
に
あ
る
『
算
家
景
図

（
１
）

』
で
あ
ろ
う
か
（
佐
藤
解
記
は
和
算

家
）。
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

 

兼
庭
―
今
井
勘
蔵
号
赤
城 

号
赤
城
ト
武
州
児
玉
郡
西
金
久
保
村
ノ
産
也
於
武
江
ニ
御
代
官
之 

手
代
タ
リ
業
ヲ
幸
田
新
（
親
）
盈
ニ
受
テ
常
同
志
之
朋
ニ
遊
シ
テ
琢

磨
ス
数
道
ヲ
究
ム
武
江
駿
河
臺
ニ
浪
居
ス
安
永
九
庚
子
年
四
月
廿
三

日
病
死
浅
草
新
鳥
越
理
昌
院
ニ
葬
法
名
倍
（
信
）
乗
院
本
来
無
一
居

士
ト
号
行
年
六
十
三
才
其
子
孫
金
久
保
村
農
家
タ
リ 

 

同
様
の
記
述
は
白
石
長
忠
（
和
算
家
）
の
『
算
家
系
圖

（
２
）

』
の
追
録
中

に
も
あ
る
が
、
加
え
て
「
兼
庭 

今
井
官
蔵 

酒
井
雅
楽
頭
臣
タ
リ
後

御
代
官
千
種
清
右
エ
門
手
代
ト
ナ
ル
明
玄
算
法
ヲ
著
」
と
も
あ
る
。
酒

井
雅
楽
頭
は
前
橋
藩
主
酒
井
忠
恭
の
こ
と
で
あ
り
、
千
種
清
右
エ
門
は

幕
府
代
官
で
手
代
は
こ
れ
に
属
す
る
地
方
役
人
で
あ
る
。
酒
井
忠
恭
が

播
磨
国
姫
路
に
転
封
に
な
っ
た
の
は
寛
延
二(

一
七
四
九)

年
で
、
こ
の

と
き
兼
庭
は
解
任
さ
れ
て
前
橋
を
去
っ
て
い
る
。
兼
庭
三
二
歳
の
と
き

で
あ
る
。
従
っ
て
江
戸
駿
河
台
に
「
浪
居
」
と
い
う
の
は
そ
れ
以
降
で

あ
ろ
う
し
、
親
盈
に
師
事
し
た
時
期
も
同
様
で
あ
ろ
う
。 

伝
記
に
は
な
い
が
、
駿
河
台
で
は
塾
を
開
き
関
流
算
学
を
教
え
て
い

た
。
ま
た
親
盈
同
門
に
飯
能
出
身
の
千
葉
歳
胤
（
一
七
一
三
～
八
九
）、

門
人
に
経
世
論
者
本
多
利
明
（
一
七
四
三
～
一
八
二
〇
）
等
が
い
る
。 

兼
庭
の
評
価
に
つ
い
て
は
『
増
修
日
本
数
学
史

（
３
）

』
に
、「
幸
田
親
盈
の

高
弟
に
し
て
、
建
部
派
中
に
在
り
て
、
錚
々
た
る
者
と
す
。
数
学
上
の

発
明
術
二
三
に
止
ま
ら
ず
。
兼
庭
、
傍
ら
暦
学
に
通
ぜ
り
。
門
弟
を
育

う
こ
と
多
し
。
傑
才
少
し
と
せ
ず
。
本
多
利
明
の
如
き
そ
の
人
な
り
。

兼
庭
著
書
多
し
」
と
あ
る
。 

 
 

和
算
家
・
今
井
兼
庭
の
事
績 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山 

口 

正 

義 
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現
在
、
比
較
的
簡
単
に
見
ら
れ
る
著
書
は
『
截
積

せ
っ
せ
き

之
傳
』『
明
玄
算
法
』

『
円
理
弧
背
術
』
等
に
限
ら
れ
る
が
、
本
稿
は
こ
れ
ら
の
書
物
も
参
考

に
し
な
が
ら
兼
庭
の
事
績
の
概
要
を
記
す
も
の
で
あ
る
。 

 

な
お
「
理
昌
院
」
は
関
東
大
震
災
後
に
葛
飾
に
移
転
、
そ
れ
以
前
に

兼
庭
の
墓
が
あ
っ
た
か
は
不
明
だ
が
、現
在
地
に
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

  
 

二
、
兼
庭
の
伝
系
・
門
人 

兼
庭
の
伝
系
は
下
図
に
示
す
よ
う
に
、
関
孝
和
―
建
部
賢
弘
―
中
根

元
圭
―
幸
田
親
盈
―
今
井
兼
庭
―
本
多
利
明
と
い
う
も
の
で
、
荒
木
村

英
の
流
れ
と
と
も
に
、
ま
さ
に
関
流
和
算
の
主
流
で
あ
っ
た
。
ま
た
建

部
賢
弘
の
流
れ
は
各
自
と
も
暦
学
の
方
面
で
も
活
躍
し
て
い
る
。
中
根

元
圭
・
幸
田
親
盈
や
千
葉
歳
胤
は
む
し
ろ
「
天
文
暦
学
」
の
方
で
有
名

で
あ
る
。
兼
庭
も
ま
た
『
授
時
暦
講
義
』
等
の
著
が
あ
る
。 

兼
庭
の
門
人
に
は
前
述
の
本
多
利
明
の
他
に
、
齋
藤
正
順
、
今
井
兼

之
（
兼
庭
弟
）、
莞
倉
陽
元
、
荒
井
爲
以
、
笛
木
昌
睦
等
が
い
る
。
兼
之

以
下
は
『
明
玄
算
法
』
の
遺
題
に
記
載
さ
れ
て
い
る
門
人
名
で
あ
る
。 

 

  
 

三
、
兼
庭
の
著
書 

 

『
増
修
日
本
数
学
史
』
は
「
凡
そ
七
十
余
部
、
数
百
冊
と
す
。
盛
ん

な
り
と
謂
う
べ
し
」と
し
て
六
十
数
種
の
兼
庭
の
著
書
を
挙
げ
て
い
る
。

そ
の
典
拠
は
『
算
話
捨
蘀
集
』（
文
化
七(

一
八
一
〇)

年
）
で
『
截
積
之

傳
』『
円
理
弧
背
術
』
等
が
あ
る
。
難
し
い
名
称
か
ら
内
容
が
類
推
出
来

な
い
も
の
も
多
い
が
、
三
十
種
程
を
掲
げ
て
み
る
。 

 

算
法
雑
解
三
十
三
冊
、
演
段
維
乗
率
、
演
段
明
意
、
演
段
衆
伏
術
、

演
段
乗
術
解
消
長
術
、
冪
定
式
、
因
符
式
、
勾
股
変
化
術
二
冊
、
同

変
化
之
法
、
変
数
術
、
累
裁
招
差
、
衰
垜
環
術
起
源
、
方
垜
術
起
源
、

方
程
招
差
三
冊
、
垜
畳
術
、
九
因
垜
、
方
垜
別
術
、
累
約
術
、
一
周

零
約
術
、
累
約
重
裁
術
、
算
法
剥
漏
演
段
、
諸
形
段
数
術
、
立
円
容

八

潮

市

深

谷

市

上

州

　　 　　　　

荒
木
村
英

松
永
良
弼

中
根
元
圭

関
孝
和

建
部
賢
弘

山
路
主
住

幸
田
親
盈

安
島
直
円

藤
田
貞
資

千
葉
歳
胤

飯

能

市

今
井
兼
庭

上

里

町

日
下
誠

小
野
栄
重

上

毛

算

学

祖

本
多
利
明

白
石
長
忠

和
田
寧

岩
井
重
遠

上

毛
斎
藤
宣
長

伝
系 

兼庭の伝記(1) 
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術
、
平
円
容
術
、
方
陣
之
法
解
関
書
之
解
、
久
留
島
先
生
方
陣
法
、

方
陣
法
長
平
立
方
、
量
形
術
、
求
積
術
、
截
積
之
伝
、
蹈
轍
術
諸
角
、

円
理
弧
背
術
、
円
原
術
、
授
時
暦
講
義
、
拾
璣
算
法
講
義 

 

一
方
、
兼
庭
の
蔵
書
六
十
数
点
が
上
里
町
の
岩
田
家
に
残
っ
て
い
る

と
い
う
。『
埼
玉
県
教
育
史

（
４
）

』
に
よ
れ
ば
岩
田
家
残
存
史
料
の
目
録
に
、

算
書
之
部
と
し
て
三
十
種
以
上
、
天
文
暦
学
書
と
し
て
十
六
種
程
が
あ

る
。
中
に
は
千
葉
歳
胤
の
白
山
暦
応
編
全
、
食
算
活
法
率
（
部
分
）
な

ど
も
あ
る
。
こ
の
う
ち
幾
つ
か
の
複
写
が
上
里
町
郷
土
資
料
館
に
あ
る

が
、
そ
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
『
雑
術
』
と
い
う
書
物
で
あ
る
。 

兼
庭
は
、
任
意
の
三
角
形
内
に
互
い
に
外
接
す
る
三
円
を
内
接
し
た

場
合
に
三
辺
の
長
さ
を
知
っ
て
三
円
の
直
径
を
求
め
る
と
い
う
「
三
斜

容
三
円
術
」
の
問
題
を
『
雑
術
』
の
中
で
解
い
た
と
言
わ
れ
る

（
５
）

。
筆
者

は
資
料
館
の
資
料

を
も
と
に
解
読
を

試
み
た
が
、
虫
喰

い
個
所
や
難
し
い

用
語
に
苛
ま
れ
十

一
丁
に
及
ぶ
数
式

の
解
読
に
は
失
敗

し
た
。
し
か
し
、

整
然
と
書
か
れ
た

筆
跡
か
ら
は
兼
庭
の
自
信
も
感
じ
た
。 

こ
の
問
題
は

M
a
lfa

tti(

マ
ル
ハ
ッ
チ)

の
問
題
と
も
呼
ば
れ
、
イ
タ

リ
ア
の
数
学
者
マ
ル
ハ
ッ
チ
が
一
八
〇
三
年
に
解
い
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
日
本
で
は
そ
れ
よ
り
早
く
安
島
直
円
が
「
南
山
子
三
圓
術
」

で
解
い
て
い
る
。
ま
た
藤
田
貞
資
が
著
し
た
「
三
斜
三
圓
術
」
は
明
和

五(

一
七
六
八)

年
の
著
で
あ
る
。
兼
庭
が
解
い
て
い
る
と
す
れ
ば
、
兼

庭
と
安
島
と
藤
田
の
三
人
の
解
術
の
前
後
関
係
は
不
明
だ
が
、
没
年
か

ら
す
る
と
兼
庭
が
最
も
早
い
時
期
に
解
い
た
可
能
性
も
あ
る
。 

  
 

四
、
截
積
之
傳
と
明
玄
算
法 

『
截
積

せ
っ
せ
き

之
傳

（
６
）

』
の
題
簽
は
「
関
流
截
積
傳
」
と
あ
り
、
文
政
十
一(

一

八
二
八)

年
に
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
奥
付
に
は
「
今
井
赤
城
先
生
改
術
」

と
し
て
次
の
よ
う
に
三
名
が
時
代
順
に
写
し
て
い
る
。 

寛
政
五
癸
丑
六
月 

 

門
人 

 

斉
藤
正
順
写 

 
 

寛
政
九
丁
己
三
月 

藤
田
貞
資
門
人
小
野
栄
重
写
之 

 
 

文
政
十
一
戊
子
五
月
良
辰 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
野
栄
重
門
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岩
井
右
内
宣
賢
写
之 

斉
藤
正
順
（
一
七
五
八
～
九
四
）
は
兼
庭
の
門
人
で
あ
り
、
本
多
利

明
ら
が
寛
政
六(

一
七
九
四)

年
に
浄
輪
寺
（
東
京
新
宿
）
に
建
て
た
関

孝
和
の
墓
碑
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
小
野
栄
重
・
岩
井
右
内
（
伝
系
参

（『
雑
術
』
の
中
の
三
斜
容
三
円
術
の
問
文
。
こ
の

後
長
文
の
演
段
（
解
き
方
）
が
続
い
て
い
る
） 
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照
）
も
著
名
な
和
算
家
で
あ
る
。
截
積
之
傳
は
三
角
形
や
角
錐
台
・
円

錐
台
を
截
断
し
た
と
き
の
長
さ
や
表
面
積
な
ど
を
求
め
る
問
題
を
扱
っ

て
い
る
。
円
錐
台
で
は
斜
め
に
截
断
し
て
出
来
る
表
面
積
を
扱
う
。
色

付
き
で
あ
る
。 

 

兼
庭
の
著
書
と
し
て
有
名
な
の
は
『
明
玄
算
法

（
７
）

』
（
明
和
元(

一
七
六

四)

年
著
、
安
永
二(

一
七
七
三)

年
刊
）
で
、
題
簽
は
「
探
玄
答
術
明
玄

算
法
」
と
あ
る
。
こ
の
書
は
入
江
脩
敬

の
ぶ
た
か

（
一
六
九
九
～
一
七
七
三
）
の

『
探
玄
算
法
』（
元
文
四(

一
七
三
九)
年
）
の
遺
題
九
問
に
対
す
る
答
術

と
新
た
に
自
問
十
九
題
を
遺
し
た
も
の
で
遺
題
継
承
本
で
あ
る
（
遺
題

と
は
答
を
示
さ
な
い
問
題
の
こ
と
）。 

 

『
明
玄
算
法
』
の
序
に
は
「
明
和
元
年
甲
申
冬
十
有
二
月 

武
江 

荒

井
為
以
謹
序
」
と
あ
り
、
門
人
荒
井
為
以
を
し
て
こ
れ
を
上
梓
し
て
い

る
。
本
文
の
始
め
は
「
明
玄
算
法 

今
井
赤
城
先
生
撰
術 
門
人
荒
井

爲
以
著 

探
玄
算
法 

第
一･･･

」
と
な
っ
て
い
る
。 

 

自
問
十
九
題
に
は
容
術
（
図
形
的
）
な
ど
の
問
題
の
他
に
暦
学
や
測

量
の
問
題
も
含
ま
れ
て
い
る
。
兼
庭
は
計
七
問
を
出
し
て
い
る
が
、
一

問
目
に
は
「
請
下

不
レ

用
二

開
方
盈
朒

え
い
じ
く

術
及
趕
趁

か
ん
ち
ん

術
ヲ

一

而
依
二

天
元
術
ニ

一

答
ン
ト

上
レ

之
ニ

」（
盈
朒
術
な
ど
用
い
ず
天
元
術
で
答
え
る
よ
う
に
）
と
あ

る
。
こ
れ
は
歴
史
的
に
は
『
中
学
算
法
』（
一
七
一
九
年
）
に
あ
る
遺
題

が
既
に
『
竿
頭
算
法
』（
一
七
三
八
年
）
で
解
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

方
法
で
は
な
く
別
の
方
法
（
天
元
術
）
で
解
く
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

和
算
が
発
達
し
た
原
因
の
一
端
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

最
後
の
十
九
問
目
の
測
量
術
の
問
題
で
は
「
不
レ

問
二

暦
士
算
士
ニ

一

謂
下

町
見
士
答
ン
ト

レ
上

之
ニ

」（
町
見
士
は
測
量
士
の
こ
と
か
）
と
あ
る
。 

出
題
者
は
そ
の
他
に
今
井
兼
之
、
莞
倉
陽
元
、
千
葉
歳
胤
、
佐
佐
木

秀
俊
、
荒
井
爲
以
、
笛
木
昌
睦
、
佐
治
庸
貞
が
提
題
し
て
い
る
。
こ
の

う
ち
、
佐
佐
木
秀
俊
は
千
葉
門
人
と
あ
る
。
佐
治
庸
貞
に
つ
い
て
は
そ

の
よ
う
な
記
述
は
な
い
が
歳
胤
の
『
蝕
算
活
法
率
』（
一
七
六
六
年
）
や

『
皇
倭
通
暦
蝕
考
』（
一
七
六
八
年
）
の
序
に
は
歳
胤
の
門
人
と
あ
る
か

ら
、
こ
こ
に
出
て
く
る
兼
庭
の
門
人
は
今
井
兼
之
、
莞
倉
陽
元
、
荒
井

爲
以
、
笛
木
昌
睦
の
四
人
で
あ
る
。 

  
 

五
、
円
理
弧
背
術 

「
円
理
」
と
い
う
言
葉
が
最
初
に
現
れ
る
の
は
『
古
今
算
法
記

（
８
）

』（
沢

口
一
之
、
寛
文
十
一(

一
六
七
一)

年
）
で
、「
方
理
は
得
や
す
く
円
理
は

明
き
ら
め
難
し
」と
跋
に
あ
る
。「
直
線
に
囲
ま
れ
た
理
論
は
た
や
す
く
、

円
や
円
弧
の
理
論
は
難
し
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。「
円
理
」
は
和
算
の

華
で
あ
り
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
り
続
け
た
。
円
弧
長
や
円
周
率
を
正

確
に
求
め
る
活
動
は
十
八
世
紀
後
半
ま
で
続
き
、
そ
の
後
は
複
雑
な
図

形
の
面
積
や
体
積
や
線
長
を
求
め
る
求
積
問
題
を
扱
う
よ
う
に
な
る
。 

円
周
率
を
求
め
る
無
限
級
数
の
式
を
最
初
に
求
め
た
の
は
関
孝
和
の

高
弟
の
建
部
賢
弘
（
一
六
六
四
～
一
七
三
九
）
で
、「
帰
納
的
」
に
求
め
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ら
れ
た
そ
の
式
は
『
綴
術
算
経

（
９
）

』（
享
保
七(

一
七
二
二)

年
）
の
中
に
書

か
れ
て
い
る
。『
綴
術
算
経
』
は
将
軍
吉
宗
に
献
上
さ
れ
、
今
は
国
立
公

文
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
て
、
和
算
史
上
最
も
貴
重
と
さ
れ
る
書
物
で

あ
る
。
余
談
だ
が
、
吉
宗
の
臣
下
が
記
し
た
『
仰
高
録
』
に
「
尤
其
筋

御
書
籍
の
事
ハ
一
々
不
及
記
、
奥
御
書
物
之
内
に
て
も
天
経
或
問
、
算

学
啓
蒙
、
綴
術
算
経
、
竿
頭
算
法
…
な
ど
と
い
へ
る
書
ハ
平
日
御
傍
に

み
へ
た
り
」
と
あ
り
、
吉
宗
は
大
奥
で
こ
の
数
学
書
な
ど
を
読
ん
で
い

た
と
い
う

（
１
０
）

。 

さ
て
『
円
理
弧
背
術
』
と
い
う
書
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
二
種
類
あ
り
、

一
つ
は
75
丁
で
建
部
賢
弘
の
名
が
あ
り

（
１
１
）

（
Ａ
書
と
す
る
）、
も
う
一
つ

は
45
丁
で
今
井
兼
庭
の
名
が
あ
る

（
１
２
）

（
Ｂ
書
と
す
る
）。
ど
ち
ら
も
年
紀

が
な
い
が
、Ａ
書
は
一
七
二
五
～
六
年
、Ｂ
書
は
一
七
五
五
年
前
後
か
。 

「
弧
背
」
は
円
周
の
一
部
分
で
円
弧
長
の
こ
と
で
あ
り
、
円
理
弧
背

術
は
円
弧
長
を
正
確
に
求
め
、そ
こ
か
ら
円
周
率
を
求
め
る
術
で
あ
り
、

求
め
方
は
『
綴
術
算
経
』
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
概
要
は

現
代
風
に
書
け
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
下
の
弧
背
図
参
照
。 

 

①
直
径 𝑑

 

の
円
で
弦
AB
に
対
し
矢
PM
を c  

、
斜
AP
を 𝑎

1  

と
す
る
。 

②
斜
を
次
の
弦
PB
と
し
て
次
の
矢 𝑐

1

の
長
さ
を
求
め
る
。
こ
れ
を
繰

り
返
す
。
こ
の
と
き
次
の
(1)

(2)
の
一
般
式
が
成
り
立
つ
。 

           𝑎
𝑛

2
=

𝑐
𝑛

−
1 𝑑

  ; 𝑛
=

1
,2

,3
⋯

 ; 𝑐
0

=
𝑐

    

(1)
式 

           4
𝑐

𝑛 2
−

4
𝑑

𝑐
𝑛 +

𝑐
𝑛

−
1 𝑑

=
0
   

 
 
 
  

  

(2)
式 

こ
こ
で 𝑐

1
 

を
甲
矢
、 𝑐

2
 

を
乙
矢
と
い
う
。
以
下
丙
矢
、
丁
矢
、

戊
矢･･･

と
続
く
。 

③
(2)
式
は 𝑐

𝑛
 

に
関
す
る
文
字
係
数
の
二
次
方
程
式
で
あ
り
、
組
立

除
法
と
い
う
方
法
で
級
数
展
開
の
形
で
各
矢
を
順
次
求
め
、
そ
こ

か
ら
矢
の
規
則
性
を
探
る
。 

④
規
則
性
か
ら
小
さ
い
矢
の
長
さ
を
求 

め
る
。 

⑤
小
さ
い
矢
か
ら
(1)
式
に
よ
り
小
さ

い
斜
を
求
め
、
そ
の
必
要
数
分
を
乗

じ
れ
ば
弧
背
の
冪
（
二
乗
の
こ
と
）

の
値
に
近
づ
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

は
汎
背
冪
で
あ
り
、
そ
の
極
限
は
定

背
冪
と
な
る
。
そ
の
開
平
方
は
弧
背

の
値
に
な
る
。 

  

Ａ
書
は
甲
矢
か
ら
癸
矢
ま
で
の
十
矢
を
六
差
ま
で
求
め
て
い
る
。
こ

の
記
述
に
42
丁
も
費
や
し
、
最
大
の
数
値
は
40
桁
近
い
数
値
を
扱
っ

て
い
る
。
驚
く
べ
き
計
算
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 
こ
れ
に
対
し
て
Ｂ
書
は
、
そ
の
計
算
を
簡
略
し
て
求
め
る
方
法
を
考

え
、
甲
矢
か
ら
戊
矢
ま
で
の
五
矢
を
五
差
ま
で
求
め
て
規
則
性
を
探
っ

て
い
る
。
こ
の
記
述
に
13
丁
を
費
や
し
、
最
大
の
数
値
は
19
桁
の
数

値
を
扱
っ
て
い
る
。
明
ら
か
に
Ａ
書
よ
り
可
成
り
改
善
さ
れ
て
い
る
の 弧背図 
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で
あ
る
。
こ
れ
が
Ｂ
書
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
因
み
に
Ｂ
書
の
戊
矢

の
級
数
は
現
代
風
に
書
け
ば
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

𝑐
5

=
𝑐

1
0

2
4

+
1

0
2

3
𝑐

2

3
1

4
5

7
2

8
𝑑

+
4

1
8

9
1

8
5

𝑐
3

2
4

1
5

9
1

9
1

0
4

0
𝑑

2
+

3
8

6
0

3
3

3
9

7
7

5
𝑐

4

3
4

6
3

4
6

1
6

2
7

4
9

4
𝟒

0
𝑑

3  

                                                  +
6

3
2

4
3

8
5

1
5

5
3

3
8

2
5

𝑐
5

7
9

7
9

8
1

5
5

8
9

7
4

𝟕
𝟎

𝟗
7

6
0

0
𝑑

4
+

⋯
 

  
 
 

（
注
、
数
値
中
の
強
調
数
字
は
筆
者
が
間
違
い
を
修
正
し
た
値
） 

 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
大
変
な
計
算
を
行
い
な
が
ら
、
Ａ

書
、
Ｂ
書
と
も
次
の
よ
う
な
弧
背
冪
に
関
す
る
式
を
得
て
い
る
。 

 𝑠
2

=
4

𝑐𝑑
+

一
差41

2

𝑐𝑑
+

二
差1

6

3
0

𝑐𝑑
+

三
差3

6

5
6

𝑐𝑑
+

四
差6

4

9
0

𝑐𝑑
⋯

  

 
 
 
 
 
(

一
差) 

 
 
 
(

二
差) 

 
 
 
 
 
 
(

三
差)  

 
 
 
(

四
差) 

 
 
 
 
 
 
(

五
差) 

 

(3)
式 

                    

（ 𝑠  

は
弧
長
、𝑐  

は
矢
長
、 𝑑

  

は
直
径
を
意
味
す
る
）  

  

Ｂ
書
は
こ
の
あ
と
、
次
の
五
つ
の
応
用
問
題
を
解
い
て
い
て
、
こ
れ

が
も
う
一
つ
の
、
そ
し
て
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、 

①
弧 𝑠 

と
径 𝑑

 

と
か
ら
矢  𝑐 

を
求
め
て
い
る 

 

②
弧
背
冪 𝑠

2 

か
ら
弧
背  𝑠 

を
求
め
て
い
る 

 

③
円
径
１
の
場
合
の
円
周
、
つ
ま
り
円
周
率
の
式
を
求
め
て
い
る 

 

④
弦 𝑎
 

と
径 𝑑

 

と
か
ら
弧  𝑠 

を
求
め
て
い
る 

 

⑤
径 𝑑

 

と
弧  𝑠 

と
か
ら
弦 𝑎

  

を
求
め
て
い
る 

 

 

こ
れ
ら
は
術
文
の
ほ
か
に
解
術
も
書
か
れ
て
い
る
が
、
少
し
解
り
づ

ら
い
の
で
一
応
筆
者
は
幾
つ
か
解
い
て
み
て
結
論
の
一
致
を
確
認
し
た
。

一
例
と
し
て
②
の
結
論
を
掲
げ
て
み
る
。 

𝑠
=

√
4

𝑐𝑑
+

√
4

𝑐𝑑
𝑐𝑑

16
+

√
4

𝑐𝑑
𝑐6
𝑑

𝑐𝑑

92
0

+
√

4
𝑐𝑑

9
𝑐

2

1
2

0
𝑑

2

𝑐𝑑

2
5

4
2

+
⋯
 

                                                

(4)
式 

  

こ
れ
は
次
の
よ
う
に
規
則
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
表
せ
る
。 

 =
2

√
𝑐𝑑

{ 1
+

1

2
∙3

(
𝑐𝑑

)
+

3
2

2
∙3

∙4
∙5

(
𝑐𝑑

)
2

+
3

2
∙5

2

2
∙3

∙4
∙5

∙6
∙7

(
𝑐𝑑

)
3

+
⋯

}
 

参
考
に
(4)
式
の
原
文
を
次
に
示
す

（
１
２
）

。 

  

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
『
明
治
前
日
本
数
学
史

（
１
３
）

』
は
い
う
。「
綴
術
に

よ
り 𝑠 

を
表
す
級
数
を 𝑠

2 

の
級
数
か
ら
開
平
方
に
よ
っ
て
出
し
た
こ

と
と
、 𝑠

2 

の
級
数
を
反
転
し
て 𝑐 

の
級
数
を
出
し
た
こ
と
と
は
注
目
す

る
に
足
る
業
績
で
あ
る
」
と
。
そ
し
て
、『
増
修
日
本
数
学
史
』
は
、「
建

部
賢
弘
が
関
氏
の
円
理
綴
術
を
校
正
せ
し
者
に
尋
い
で
、
括
法
を
容
易

な
ら
し
め
た
る
が
如
き
は
、
ま
た
見
る
べ
き
者
と
す
」、「
兼
庭
、
甞
て
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関
氏
の
秘
書
円
理
弧
背
術
、
す
な
わ
ち
建
部
賢
弘
が
伝
を
得
て
、
な
お

こ
の
書
を
続
記
せ
り
。
故
に
或
は
、
こ
れ
を
円
理
綴
術
と
題
せ
り
。
こ

の
書
、
秘
す
る
こ
と
最
も
甚
だ
し
。
兼
庭
、
数
理
に
精
し
」
と
い
う
の

で
あ
る
。 

  
 

六
、
お
わ
り
に 

 

こ
の
よ
う
に
兼
庭
は
円
理
に
関
す
る
多
く
の
式
を
導
い
て
い
る
が
、

円
周
率
そ
の
も
の
の
値
は
計
算
し
て
い
な
い
。
計
算
し
た
の
は
同
僚
の

千
葉
歳
胤
で
あ
っ
た
。
歳
胤
は
そ
の
著
『
天
文
大
成
真
遍
三
條
図
解

（
１
４
）

』

（
宝
暦
八(

一
七
五
八)

年
）
の
中
で
、
既
述
の
弧
背
冪
の
(3)
式
を
使
用

し
て
円
周
率
14
桁
ま
で
の
計
算
過
程
を
示
し
て
い
る
。
検
証
し
て
み
る

と
、
14
桁
の
内
11
桁
の
真
値
を
得
て
い
る

（
１
５
）

（
わ
ず
か
な
計
算
誤
差
が

な
け
れ
ば
13
桁
ま
で
の
真
値
を
得
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
）。 

 

歳
胤
は
兼
庭
が
円
理
の
問
題
に
挑
戦
し
て
い
た
こ
と
を
『
天
文
大
成

真
遍
三
条
図
解
』
の
自
序
の
中
で
「
予
カ
同
門
今
井
官
子
（
兼
庭
）
ト

イ
ヘ
ル
者
ヨ
ク
算
術
ニ
達
ス
故
ニ
先
生
（
親
盈
を
指
す
）
カ
レ
ニ
命
シ

テ
弧
矢
一
術
の
半
ナ
レ
ル
ヲ
ア
タ
フ
官
子
コ
レ
ヲ
ウ
ケ
テ
心
神
ヲ
ナ
ヤ

マ
ス
コ
ト
三
年
ツ
イ
ニ
其
術
意
ヲ
得
タ
リ
眞
ニ
弧
矢
妙
術
ナ
リ
」
と
述

べ
て
い
る
。
ま
た
歳
胤
は
『
蝕
算
活
法
率

（
１
６
）

』（
明
和
三(

一
七
六
六)

年
）

の
序
文
で「
今
井
兼
庭
者
予
同
門
也
無
双
算
士
也
」と
も
述
べ
て
い
る
。

歳
胤
の
言
の
み
な
ら
ず
、『
増
修
日
本
数
学
史
』
等
の
評
価
、
及
び
『
円

理
弧
背
術
』
を
具
体
的
に
解
読
す
る
と
、
兼
庭
の
実
力
は
和
算
家
の
中

で
も
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。 
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